
令和６年度　松江農林高等学校　学校評価報告書

評価 総合評価と反省及び次年度への課題等 評価 コメント

ルールやマナーを意識し、自
分で行動を選択できる。

携帯電話の管理と使用に関する指
導を適宜行う。

指導を受けた生徒の延べ
数

C

指導が足りなかった。生徒会に動いてもらいルー
ルの周知と徹底をはかる。また、携帯返却時の
ルールは変更し、保護者にしっかり伝わる形にし
ていきたい。

ルールやマナーを意識し、自
分で行動を選択できる。

服装指導を各学期おこない、生徒
による挨拶運動を実施する。

学校評価アンケート項目
４の肯定的割合

B

服装指導や挨拶運動は行い、昨年度より生徒アン
ケートの肯定的割合は増えたが、徹底には程遠
い。服装のルールの再考も含め、指導の在り方を
改善したい

仲間を理解し、互いに成長・
協力できる。

学校行事（球技大会）をとおし
て、クラス連帯感を高める。

学校評価アンケート項目
５の肯定的割合

A
球技大会や体育祭などの学校行事に生徒が主体的
に関わっている。今後も生徒が自ら動いていける
しかけ、工夫をしていきたい。

部活動をとおして、自己の成
長を意識し、目標達成のため
考え抜くことができる。

部活動紹介や、各部のPR活動を推
奨し、入部率を上げる。

部活動への加入率 B
昨年度よりも入部率はアップしたがまだ低い状
態。今後もPR活動を推奨し、年度途中にも働きか
けて入部率を上げていきたい。

進路指導部
生徒が自身の変化のあり方を
客観視し、自分の個性や適性
を意識できるようにする。

生徒がキャリアパスポート内で、
自分自身のあり方について振り返
りを行い、担任との面談指導に役
立てる。

毎学期1回、計3回実施する。A
各自丁寧に記述し、学期末の面談に役立てること
ができた。来年度は担任からシートを配信してそ
れに打ち込んで提出する形にしたい。

人権教育部
生徒の実態に即した人権教
育、道徳教育を推進する。

講演会やHR活動の企画及び人権だ
より等の発行を定期的に実行す
る。

人権教育の講演会の回数
及び
人権だより等の発行・配
布の回数

A

人権講演会を２回（10月、2月）開催し、性の多様
性・自己肯定、同和問題を扱った。人権だよりは
３回（７月、１月、３月）発行し、全校生徒が朝
読書の時間に読む機会を設けた。

総合学科
系列や科目等の選択に主体的
に取り組む生徒の育成

生徒自身が、進路希望等に照らし
合わせて系列や授業の選択に主体
的に取り組むよう支援する。

生徒が自身の進路選択に
合わせて、有効な選択が
できたか。（アンケート
調査・面談等）

B

「できた」「概ねできた」を合わせると２年生98%
に対して１年生90%。「できた」と解答した生徒は
２年生68%、１年生80%で、有効な選択がしっかり
できた生徒は１年生の方が多い。福祉系列希望が
多い状態は続く可能性がある。

１年部
自他を尊重し合う良好な人間
関係を構築する

場に応じた挨拶やふるまいができ
る

生徒アンケートで、場に
応じた挨拶やふるまいが
できたと回答した割合

A
アンケート結果は「できた」55%、「まあできた」
45%で、生徒の自己評価は非常に高かった。今後も
気持ちの良い挨拶やふるまいを続けてほしい。

２年部
社会で通用するマナーを身に
つける

規則やルールを守る

年度末生徒アンケート
「服装やスマートフォン
に関する校則を守れた
か」への回答率

C

頭髪・制服の着こなしが崩れている。担任副担任
以外に教科担当も含めて、関わりある教職員で口
うるさく指導を継続したい。総合学科の生徒で
「はい」の回答率が低かった。

保健部
生徒自らが、心と身体の健康
に努め、自己管理できる能力
を育成する

個々の体調管理の徹底 朝の健康調査の提出割合 C
生徒からの申告による健康調査は提出率が低かっ
た。次年度は新たな仕組みを検討していきたい。

農場部
実験・実習をとおして農業教
育を推進する

安全管理をおこない事故のない実
験・実習を行う

実験・実習中に起こった
ケガ等の数

C

軽微と思われるけがも19件と多かったが、熱中症
で保健室で休み生徒が見られた。夏季の実習時間
等のを見直しや普段からの指導も必要と考えられ
る。

環境土木科
規範意識を高め社会人として
ふさわしい道徳観や多様な仲
間と協力し学習ができる

実験・実習において、安全項目を
確認し機械等を協力して取扱い、
破損や紛失をなくし、ケガなどに
よる保健室利用がない。

授業評価において、安全
への配慮について・学び
やすい学習環境について
肯定的な評価の平均値

A
年間を通じて保健室利用等大きな事故やけがはな
かったが、夏季での酷暑の中での実習体制など検
討していく必要がある。

食品系列
教員間の連携を密に図り、安
全・安心な授業・実習が行え
る。

生徒が事故なく実験・実習を行う
とともに異物混入等のない安全な
商品の製造を行えるようになる。

ケガ・事故の発生回数 B
実習中に軽い火傷を負うケガがあった。注意の徹
底を呼び掛ける。

教務部
生徒が主体的に学習に取り組
む環境を整備する

スタディサプリの効果的な使用体
制を構築する

スタディサプリによる長
期休業中の課題配信に取
り組んだ生徒の割合

C

スタディサプリの生徒の年間稼働率は99％であ
り、主体的に学習に取り組む環境整備は概ねでき
たと考える。提出課題としての意識付けや評価に
連動させるなどの取り組みを進めたい。

保健部
環境を意識し自らの行動に反
映させる

生徒保健委員会の活動を通して全
体に啓発できる

不適切なごみの分別によ
る指導回数（３度繰り返
された場合に指導する）

A
教室からのごみの分別は注意喚起で改善していっ
たが、部活動や実習単位などで出たごみが分別で
きておらず個別に対応していただいた。

図書研修部
生徒主体の図書員会活動を推
進する。

図書委員会を中心に、生徒の意見
やアイデアを取り入れた図書館活
用イベントを企画・実施する。

生徒主体の図書館イベン
トの実施回数

A

図書委員会中心の活動として、１学期に図書館スタンプ
ラリー、２学期に宝探しゲームを実施した。（３学期は
２月中旬段階で計画途中）今井書店との共催企画やバス
での展示、韓国文化体験講座等の新企画や日々の図書館
レイアウト等でも生徒の意見やアイデアが生きる場面が
多々あった。図書委員に限らず、自主的主体的に図書館
の諸活動に参画する生徒も多く、生徒の主体的な学びの
場を提供できた。

進路指導部

生徒が複数の方面から進路情
報を得ることで、的確な進路
選択を行うべく広い視野を持
つことができるようにする。

進路ガイダンス、進路学習会、企
業ガイダンスなどを計画的に行
う。

年度末アンケートで「進
路情報を得るのに役立っ
た」と答えた人の割合

A
特に1・2年合同で行った地元企業ガイダンスによ
り、2年生に主体的に進路学習に取り組む姿勢を育
むことができた。来年度も2学年合同で行いたい。

農場部
課題研究の高度化や学校農業
クラブ活動を活性化させ主体
的に学ぶ姿勢を育成する

農業クラブ活動を活性化し、学習
活動を行う

県大会における最優秀の数 A

農業鑑定競技では全国大会区分草花で優秀賞、意
見発表では、中国大会で最優秀を受賞し、全国大
会に参加した生徒も見られた。よりよい結果にな
るように指導を充実させていきたい。

生物生産科

農業に関する学習をとおし
て、何事にも粘り強く取り組
む力を身に付ける。（アク
ション力）

・主体性、選択する力、働きかけ
力、実行力の定着と向上を目指
し、下記の取り組みを実施する。
・授業で学んだ知識を「技」とし
て発揮する活動を行う。
・研究や調査、栽培管理等におい
て自分の考えを試す活動を行う。

アンケートにおいて、
「粘り強く取り組む力」
について肯定的に評価し
た生徒の割合により評価
する。

A

4コースそれぞれで学んだ知識を活かし、実技を伴
う場面において「粘り強く取り組むことができ
た」と回答する生徒の割合が一定数見られた。今
後も座学と実験・実習の連携を図っていきたい。

環境土木科

課題解決に向けた目標設定が
でき、計画的に物事に取り組
み、結果に対して適切に考察
することができる。

取得すべき資格試験を自ら選定
し、合格に向けて意欲的に学習す
ることができたか

各種資格試験に合格した
生徒の割合

B
各資格別の合格率にはばらつきがみられる。受検
者数は様々であるが試験の時期や学習内容による
意欲低下が引き続き課題である。

総合学科

日々の生活で小さな目標を自
主的に設定し、達成する過程
を通じて自ら成長できる生徒
の育成

日々の学習や将来について、目標
を設定するきっかけをつくり、１
人ひとりの目標達成を支援する。

小さな目標を自ら設定し、そ
の解決に向けた努力を積み重
ねることで少しずつ成長する
ことができたか。（アンケー
ト等）

A

産社や総探の活動に対して多くの先生方の協力の
もとで生徒が自分で考えて行動する姿勢を保てた
と思う。次年度も生徒の活動を促すよりよい方向
を模索していきたい。

１年部
主体的に学習に取り組む態度
を育てる

各教科担当と連携を図りながら学
習習慣の確立に努め、基礎的な学
力の定着を図る

定期テスト1週間前から学
習時間平均2時間以上確保
できたと回答した割合

C

平均学習時間は187分/日で、学習時間をしっかり
確保できた生徒とできなかった生徒で大きく差が
ついた。今後は学習時間不足の生徒に対する個別
の声掛けなどが必要だと考える。

３年部
主体的に学習に取り組む態度
を育てる

定期試験や課題研究、総合的な探
究の時間に主体的に取り組むこと
ができる

年度末アンケートで、学
習に関する質問に対し
て、肯定的に評価した生
徒の割合

A
「定期試験前に家庭学習を1日3時間以上取り組む
ことができた」と答えた生徒の割合は55%にとど
まった。学力保障については課題が残る。

B

・安全管理を徹底すべき。

・夏、冬の気候が変動し、とりわけ、夏の作
業学習は注意が必要である。

・生徒の健康調査を簡潔にして、例えば布団
に入る時間、朝起きる時間、排便はあるか、
だけでも健康状態を把握できると思う。

・重大な事故、けがなどが発生していないこ
とを評価する。

B
　
学
び
の
保
障

(

1

)

生
徒
の
主
体
性

A

・課題研究や進路学習に生徒が主体的、積極
的に取り組んでいるように感じられる。この
ことが松農発表会での充実した発表に表れて
いる。

・主体的に学ぶことは大事であるが、その結
果、生徒にどのような変化があったかが大事
だ。

・生徒の主体性を引きだすのは先生方の努力
のたまものである。生徒一人一人への個別指
導、生徒のよさや持ち味を認める声がけ、働
きかけをさらにお願いしたい。

・進路学習や農業クラブ活動、資格の取得な
ど、生徒が主体的に取り組んでいると感じ
る。

・長期休業中に過程でスタディサプリを実施
するには、課題をすることにより資格が得ら
れる等あれば「やる気」がでると思う。

・ごみの分別は小さな行動ではあるが、人格
形成に関わると思う。

・農業クラブの活躍は素晴らしい。
・各学科の特色を出し、生徒の主体性を引き
出していると思う。

自己評価 委員評価

A
　
安
全
の
保
障

(

1

)

人
と
の
か
か
わ
り
・
規
範
意
識
・
社
会
性

生徒指導部

B

・ルールやマナーの評価が低い。ルールやマ
ナーが今の時代に合っているかは検討が必
要。

・生徒が挨拶ができていると感じていること
は人とのかかわりの中で重要。

・収穫祭に参加したが、生徒がとても楽しん
でいる様子が印象に残った。学校行事に生徒
が主体的に楽しんで参加していることが素晴
らしいと思う。継続して欲しい。

・服装や携帯電話のルールは生徒自ら考える
ような仕掛けを生徒会と連携しながら考えて
欲しい。探究的な学びにつなげて、学外の人
と会うときの挨拶や服装などのルールとこの
項目を紐づけていくと生きて働く規範意識や
社会性が養えるのでないか。

・携帯電話の所有権は親にあるという認識を
双方持って欲しい。

・スカート丈を一律にできると良いと思う。

(

2

)

健
康
・
安
全
管
理

大項目 小項目 分掌 目標 取組指標 成果指標
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自己評価 委員評価
大項目 小項目 分掌 目標 取組指標 成果指標

教務部
生徒にとって魅力ある学習活
動を展開する学校を目指す。

授業改善を深化させる

生徒による授業アンケー
ト項目「自分は主体的に
この授業に参加していた
か」 の評価平均が９０％
以上

A

授業でのICT利用に対する評価は84％、学校評価ア
ンケートでは、興味関心の高まる授業の肯定的割
合は95.3％であった。今後も授業改善を進めた
い。

図書研修部
授業を互いに公開・見学し、
授業づくりを学び合う。

互見授業（公開１回、見学２回）
により、他者の授業づくりの良さ
を見つけ、自己の授業改善に役立
てる。

・公開授業の実施率
・見学（２回以上）の実
施率

C

数値は、２月12日(見学)13日(公開授業)現在。前年度同
様、今後年度末に向けて実施増が期待される。ただし、
２～３月の公開が多いと本来の趣旨が生かされない。教
員各自の「研修」としての授業公開は、公開・見学の
ハードルを下げ、より気軽な互見を可能にすることなど
も考えられるか。（例：互見期間を設定し、期間内全て
の授業を原則公開、見学回数を増やすが見学時間は短く
とも可とする…等）

生物生産科
農業に関する学習をとおして
協働的に取り組む態度を身に
付ける。（チームワーク力）

・発信力、傾聴力、柔軟性の定着
と向上を目指し、下記の取り組み
を実施する。
・対話的な学習場面を効果的に取
り入れる。
・友人と協働して学習する場面を
効果的に取り入れる。

アンケートにおいて、
「協働的に取り組む態
度」について肯定的に評
価した生徒の割合により
評価する。

A

肯定的な回答が一定数見られた反面、周囲と協働
して取り組むことに苦手意識を感じている生徒も
一部で見られた。個別のサポート等を行いながら
生徒を支援していきたい。

教務部
「自分で考え、決める」こと
ができる生徒を育成する。

生徒が見通しを持って学習に取り
組めるように、ICT機器を活用す
る。

Classroom活用状況アンケー
トにおいて、「Classroomを
活用している」という教員･
生徒の割合が90％以上

A
Classroom活用状況は、生徒94％、教員95.2％とい
う結果であった。全生徒がｸﾛﾑﾌﾞｯｸを持つ中、教科
での活用は概ね定着したといえる。

図書研修部 教員のICT活用を推進する。

Google Workspaceまたはschool
Taktを活用した実践事例を紹介・
操作する研修会を企画・運営す
る。

Google Workspaceまたは
school Takt活用について
の研修の実施回数

B

１学期に出前講座を、３学期にICT活用講座を実施し
た。他に、ICT支援員来校日に個別の質問時間を予約制
で設けた他、新しく質問事項を共有できる場所も用意し
た。ICT活用に関する教員のニーズの掘り起こしや把
握、ICT支援員の活用には課題があるか。２学期より運
用を開始した校内ポータル（教員用・生徒用）により利
便性向上を図ったことは、学校全体としてのＩＣＴ活用
推進につながったと考えている。

食品系列 魅力ある授業の展開
ＩＣＴ器機等を用いて分かりやす
い授業を行うことで、生徒の興
味・関心を高める

アンケートにおいて、食
品系列の授業に対する興
味・関心がもてたと答え
た生徒の割合。

B

ICT機器を使用する頻度は教員や授業によって異な
るため、系列内で生徒へ重点的に示したい部分に
ついて系列内で共通した示し方（ICT）を検討する
必要がある。

魅力化推進
室

島根県や松江市の地域振興に
根差した探究活動の推進

探究活動における地域連携の促進
松江市、島根県での地域
連携をおこなった探究活
動の数

A

Ｂ科１８研究、Ｅ科４研究、Ｃ科19研究。
校外との連携活動が毎年増加している。今後は交
流だけではなく、地域の課題を主体的に解決でき
る仕掛けを行っていきたい。

農場部
課題研究の高度化や学校農業
クラブ活動を活性化させ主体
的に学ぶ姿勢を育成する

地域・上級学校との連携・協働し
た研究を実践する

課題研究における研究の
数

A
大学や企業、他高校との研究が実施された。今後
は、他科との連携も含めて学校内での連携が必要
であると考える。

福祉系列

実習及び体験的学習を充実さ
せ、生徒の基礎的な知識・技
術の習得・活用する力を身に
つける。

外部講師や施設等と連携した介護
技術指導を行う。

生徒によるアンケートに
おいて、基礎的な知識・
技術の習得・活用をする
ことができたと答える生
徒の割合

A
外部講師による介護技術指導や様々な専門職の方
から講義をしていただき、生徒の専門的な知識・
技術の習得・活用に繋げることができた。

地域系列
専門教科を通して、地域の課
題や資源について知り、地域
の魅力を発信できる。

様々な発表やまとめを通して、課
題を明確化し発表し、互いの意見
や完成物を高め合う活動ができ
る。

発表会などを通して、他者の
考えや思いを理解し、前向き
な考えや意見を持つことがで
きると自己判断する肯定的評
価の割合。

A
校外学習など、積極的に参加する生徒が増えた。
今後、学習内容を発信する機会を増やしたい。

地域系列

校外学習や地域との連携に際
し、その場にふさわしい挨拶
や服装および態度ができてい
る。

授業を始め、学校生活全般におい
て、社会人として必要な挨拶やそ
の場にふさわしい服装や態度がで
きる。

年度末アンケートにおい
て、授業や様々な学習活
動で、その場にふさわし
い服装や態度ができてい
るという割合

B

挨拶は徐々にできるようになっている。
今後は社会人の資質として、その場にふさわしい
服装、態度ができるよう継続的に声掛けを行って
いく必要がある。

２年部 進路実現にチャレンジする
授業の学習内容を自分の将来に活
かす

年度末生徒アンケート
「２つ以上の資格取得や
検定試験に挑戦したか」
への回答率

C

学年の後半になるにつれて進路意識が高まり、３
学期に案内のあった検定は受験率が高かった。進
路実現のためだけでなく、目標を持った生き方や
その努力の証としての魅力を早い時期から伝える
べきである。

３年部
自分の進路について主体的に
考える態度を育てる

進路実現のために主体的に取り組
むことができる

年度末アンケートで、進
路に関する質問に対し
て、肯定的に評価した生
徒の割合

A
それぞれの進路実現に向けて主体的に行動でき
た。

保健部
学年会・進路指導部と連携し
適切なキャリア指導に関わる

各学年会に参加し情報交換を密に
する

学年会への参加状況 B
ほぼ出席できたが、担当者が不在の時に代理を立
てるまではしなかった。保健部内での情報共有も
十分にしていきたい。

進路指導部
自らの進路実現に向けて主体
的に取り組むことができるよ
うにする。

就職希望者一斉面接指導や進学希望者
個別指導を充実させることによって学
校全体で3年生の進路実現を支援する体
制をつくる。

就職希望者、進学希望者
が全員それぞれの進路を
確定したか。

A
多くの教員の協力によって就職と進学における個
別指導を充実させることができた。2年生の三学期
から学年会を通じて進路指導を行いたい。

魅力化推進
室

進路実現につながる各学科・
系列の特色を生かした探究活
動の推進

探究活動を通して生徒の進路意識
を醸成する

年度末反省による探究活
動に積極的に参加した教
職員の数

A

探究学習へ取り組み姿勢が毎年向上している。し
かし積極的に参加しない生徒も見られる。テーマ
設定等生徒の身の丈に合った内容を見つけられる
ように働きかけが必要である。

環境土木科
粘り強く学習に取り組む姿勢
や、主体的に学習に取り組む
姿勢を身につける。

課題研究や現場見学、専門学習に
おいて地元企業や団体とともに授
業を展開し、進路選択へ活用する

授業評価において、学習
の主体性について・専門
科目への関心が高まった
か定的な評価の平均値

A

１年生（１回）、２年生（２回）現場見学を行った。造
園コースや３年生丁張実習、課題研究などで企業の方と
も活動に取り組むことができ、継続して取り組んだこと
で、卒業生進路先は６５％がの学科関連の就職や進学と
なった。次年度以降も継続したい。

食品系列
生徒の適性に即した進路指導
を早期から行う。

課題研究や企業見学を通し、地元
企業、上級学校との連携を深め、
進路選択に役立てる。

食品に関連する企業への就職
または関連性のある上級学校
への進学の割合。

A
系列生16名のうち13名が食品関連企業・学校への
進学であった。

福祉系列
粘り強く学習に取り組む姿勢
や、主体的に学習に取り組む
姿勢を身につける。

課題研究や施設実習などにおい
て、地域の福祉施設や関連団体と
の連携を密にし、進路選択へ活用
する。

生徒によるアンケートにおい
て、主体的に学習に取り組む
態度や福祉への関心が高まっ
たと答える生徒の割合

A

施設実習や外部講師の講義だけでなく、中学生へ
の介護の出前授業や福祉のイベントに参加したこ
となどを通して、福祉への関心を高めることがで
きた。

１年部 個に応じた進路指導に努める
情報共有に努め、生徒一人一人に
応じた進路指導をおこなう

生徒1人あたりの面談実施
回数

A
担任・副担任をはじめ部活動の顧問など、多くの
人に関わっていただいた様子がうかがえる結果と
なった。ありがとうございました。

総務部

松農発表会や学校説明会、
オープンスクール、HPなどを
通して、本校の活動を効果的
に紹介する。

・各種行事やHPを用いてＰＲ活動
に努める。

志願倍率が１倍を超える
ことを目標とする。

A
昨年度同様、松江市・安来市・雲南市の中学校の
うち、要望のあった25校全てに対して高校説明会
を行うなど、生徒募集を積極的に行った。

総務部
ＰＴＡ活動の充実を図り、保
護者主体の取組みになるよう
工夫する。

・総会、収穫祭模擬店での保護者
の参加を促す。

・総会参加、収穫祭模擬
店参加の保護者のべ数
が、全保護者数の30％以
上となることを目標とす
る。

B

PTA総会の出席者は70名で、昨年と同数であった。
また、収穫祭模擬店の参加者は48名で、5名減と
なった。今後もPTA行事への参加を呼びかけていき
たい。

総務部
職員会議の資料のペーパレス
化を推進する。

・電子データで資料を提示し、職
員会議に個人用パソコンを持参し
てもらい会議を行う。

電子データを活用した職
員会議の割合

A
初めの２回の職員会議は紙で実施したが、その他
はペーパーレスで実施できた。

D
　
そ
の
他

A

・魅力化の取組の成果が、中学生の進路選択
に現れているように感じられ、今後も説明会
等を通じ積極的に発信されたい。
・地域の必要な高校になっていると感じる
・本校の取組を小・中学校へさらに広報し、
志願者増を目指していただきたい。
・PTAの収穫祭模擬店の参加者については、
知り合い同士のグループ的雰囲気があるの
で、一人で参加するのは勇気がいると思う。
一人が一人に呼びかけるのも一案ではない
か。

C
　
進
路
の
保
障

(

1

)

生
徒
の
主
体
性

B

・資格取得の意味を理解してもらうことが大
事。

・生徒が主体性を持って学生生活を過ごすた
めには、基本的生活習慣が土台となると思
う。したがって家庭での親の役割は大きい。
目標を持った生き方にねらいを定めておられ
る学校に期待する。

(
2

)

指
導
環
境
・
体
制
の
改
善

A

・地元就職率の高い傾向が続いており、地方
創生、地域人材確保のためにも、この傾向を
維持されたい。

・少人数できめ細やかな指導が行われてい
る。

・先生方にも農林高校の特色や良さをアピー
ルする探究的な学びを生徒と一緒に楽しんで
もらい、遊び心をもって推し進めていただき
たい。

・進路決定状況から、就職、進学とも多岐に
わたった選択が可能になっている。

・保健部内での生徒の情報共有は重要だと思
う。

・個別指導の充実は先生方の協力体制とコ
ミュニケーションがよくなされている結果だ
と思うので継続してほしい。

B
　
学
び
の
保
障

(

2

)

授
業
改
善

B

・授業を録画するなどして、時間があるとき
に見る方がよいのではないか。

・互見授業の今後に期待したい。

・周囲と協働して達成できた喜びを味わうた
めに、日々のコミュニケーションの場の提供
を一考していただきたい（協働が難しい生徒
のために）。

(

3

)

I
C
T
活
用

B

・先生方の働き方改革に向けての事務作業の
効率化や能率化、また、授業における生徒の
理解度アップに積極的にICTを取り入れてほ
しい。

・今年度の松農発表会を通して、日ごろの
ICTを活用した取り組みがよくなされている
と感じた。すべてにおいて年々バージョン
アップしていると思う。

(

4

)

探
究
的
な
学
び
・
地
域
連
携

A

・地域や上級学校との連携した探究活動が積
極的に行われている。
・松江農林のここにしかない学びである。
・農林高校の魅力化と探究的な学習がリンク
して、学生の主体的な学びを引き出し、地域
への還元も見える化されたところが今年度の
トピックだと思思う。地域や民間企業、行政
を巻き込んで、さらにこの前向きな取組を進
めていただきたい。
・松江市長に成果報告をし、生徒が主体的に
研究に取り組んでいることがわかった。農業
に関する課題にも取り組んで欲しい。
・校外での連携活動、大学、企業、他高校と
の研究棟、知識・技術を習得して地域の課題
に取り組もうとする姿勢は素晴らしい。
・生徒の工夫が見られとてもいい活動だと思
う。


